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コチの水槽内自然産卵について

及川香世

Spawning of Flat-head， PlaかcetlzanlsindicllS under Rearing Condition， 

Kayo OIKA、，¥'A

はじめに

コチ Plalycephαrusilldicusは，カサゴ目コチ科に

属し，本邦では金華山以南の沿岸の砂浜域に広く分布

する。成長すると全長50cm以上に達し，その身は白身

で美味である。 1)

本県では富津市i中から外房域にかけてが主なi魚場で

あり，車Jし網，一本釣りなどで漁獲されている。魚価

も比較的高く安定しているため，漁業者から種苗放流

の要望が高い。

コチの種苗生産は1980年代から福岡県，大分県，長

崎県で試みられ，稚仔魚の飼育技術は確立されてきて

いるが，親魚養成および採卵技術については適切な手

法が確立していない。養成親魚から良質な卵を採卵す

ることが困難であり，受精卵を入手するためにi開始に

同乗して漁獲直後の魚から採卵する事もしばしば行わ

れてきたが卵質や，入手できる受精卵の量は不安定で

ある。

また，ホルモンを用いた催熟処理や養成親魚からの

自然産卵による採卵も試みられているが，得られる受

精卵数が少なし卵質も不安定であった。 2)-11)

平成6年度に当試験場で搾出法による採卵を試みた

ところ，搾出卵はすでに白濁したものが多く，媒精し

ても浮上卵はごく僅かであった。この浮上卵も発生が

途中で停止し，鮮化しなかった。しかし，漁獲直後に

ト分腹部が膨l脅しているにもかかわらず卵の搾出がで

きなかった魚が当日の夕方に放卵をはじめたので採卵

し，受精したところ騨化仔魚を得た。

この様に， j窄出法によって受精に適した時期の卵を

得ることが困難であり，自然産卵によっても受精卵を

安定して得られていないことが，種苗生産を行う上で

の大きな障壁のーっとなっている。

また，コチ科魚類には様性先熟型位転換を起こすも

のカまあることカさ知られており， イネゴチ CocieUa

crocodila12) ， アネサゴチ O山 gociamacrolepisI3)，ク

モゴチ Kumocociusdertrusus， トカゲゴチ [negoCIa

jαtonica1'1)について雄性先熱型の性転換が起こること

が知られている。マゴチについても体長組成と性比を

調べると小型倒体では撲が多く，大型個体では雌が多

いことが確認されていて，性転換の可能性が示唆され

ている。そこで，長期間にわたって親魚養成を行う際

は，性転換の影響を考慮する必要がある。

今回著者は，一年間陸上水槽で養成した天然、親魚を

用いて，度外水槽内で自然産卵をさせることにより，

大量に受精卵を得ることができたので，親j魚の養成方

法と採卵結果について報告する。

材料と方法

殺魚養成

供試魚は， 1994年6月下旬から 7月下旬にかけて，

千葉県富津市沖で一本釣りにより漁獲されたコチ38尾

を千葉県水産試験場へ輸送し，場内の屋外陸上水槽

(5 t円形シート水槽，底面積7m2，屋根あり)で一年

間養成した。

収容時に放卵放精の有無により雌雄を判別し，性別

の確認できたものにはスパゲティ型のタグを後背部に

装着した。

餌料は冷凍カタクチイワシに総合ビタミン剤(オー

ナーミックスAG，東亜薬品工業株式会社)を添加した

ものを1994年7月から1995年1月までは週3閏， 2月

から 6月までは週2回の頻度で，ほほ飽食量になるよ

うに与えた。また，コチの餌イすきを促進するために，

当試験場で種商生産して十分餌付いているヒラメを18

尾混養した。

採卵試験

コチの産卵水槽へのl収容は1995年7月4日に行い，
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10月1日までの90日間にわたって採卵試験を実施した。

産卵水槽はコンクリート製40t円形水槽(底面積9

nf，水深1，8m)を使用し，収容密度は，岡野ら同より

少し高く設定し，一尾あたりの占有面積が1.2rr1とな

るように雄雌それぞれ8尾ずつ計16尾収容した。雌雄

の判別は，腹部を軽く圧迫して放卵放精を確認して行

い，放精した個体を雄，放卵した個体および，放精が

見られず全長40cm以上の個体を雌として扱った。タグ

を装着しているものは前年の性別も併せて確認した。

表1に試験に使用した魚の全長と体重を示した。

表1 採卵試験に使用したコチの全長と体重

全長(cm) 体重(g)spawning 性別
35. 4 290 精子 ♂ 

37. 4 360 精子 ♂ 

37.6 370 精子 ♂ 

38. 2 380 精子 ♂ 

38. 4 420 精子 ♂ 

39. 0 440 精子 ♂ 

40.4 420 精子 ♂ 

41. 0 460 精子 ♂ 

42. 0 530 なし ♀ 

44. 4 670 なし ♀ 

44. 8 690 なし ♀ 

47. 0 780 なし ♀ 

47.2 " 740 なし ♀ 

48. 2 1030 なし ♀ 

50.6 1110 なし ♀ 

50. 8 1110 卵 ♀ 

サイス、は平均値で雌が全長46，9士3目06cm，体重832，5

士221.2H，雄が全長38.4士1.76cm，体重392，5土

54，18gであった。

試験期間中の給餌は週 1~2 回程度親魚養成期間中

と同じ餌をほぼ飽食量になるように与えた。

卵の回収は，飼育水を夕方から翌朝まで水槽上部の

排水口よりオーバーフローさせ，これをプランクトン

ネットNGG66(オープニング2501叩)で作製したネット

で受けて行い，回収できた卵数を採卵数とした。

オーバーフロ一時の採卵ネットの水面と排水管の出

口との落差は10cmであった。

回収した卵l土200eアルテミア鮮化槽に収容して浮
上卵と沈下卵に分離した後，それぞれの混重量を測定

した。卵数は，浮上卵と沈下卵からサンプルを採り算

出した。さらに浮上卵については万能投影機ニコンV

12A(カウンタ:ニコンSC1I2，二次元データ処理シス

テム:ニコンDP-301)を用いて卵径，i由球径を50個程
度測定し，あわせて卵の発生状況を観察してllli体期の

受精率を算出した。

コチ卵は通常無色のi由球を一個もっているが，今回

観祭した卵にはi由球均す複数ある場合があった。複数泊

球の場合は， i由球の大きさが一個の場合よりも小さく，

同じくらいの大きさのものが数個ある場合と，大きい

I白球のまわりにごく小さいものが数個ついている場合

とがあったが， i由球径の測定は， i由球が一個のものに

ついて行った。

車手化率は，浮上卵を100から400個程度2eビーカ}
に収容し，急激な温度変化を避けるためにi慮過海水を

流した深型バット内に入れ，翌日もしくは翌々日にふ

化仔魚と死卵を計数して算出した。

結果

親魚養成

陸上水槽に収容したコチは収容後約ーヵ月で餌付け

ることができた。養成期間中の生残率は， 75.6%であっ

た。主な死亡原因は，収容直後はスレによるものが多

く，大半の魚が餌付いた後では，摂餌不良による衰弱

と，寄生虫(銀に寄生する単生虫)によるものであった。

衰弱死した個体の総蓋内にはヒルが多数付着していた。

性転換については，殺魚養成を開始したときに判定

した性別と産卵水槽に収容するときに確認した性別が

異なるものはみられなかった。

採卵試験

1.産卵期間中の親魚の状態について 産卵水槽に収

容後9日自に雌の魚が1尾死亡したが，魚の補充は行

わず， 15尾で試験を継続した。その後は9月中旬まで

死亡魚はなく，摂餌も活発で順調に経過した。しかし，

9月17日の台風12号の通過後に飼育水の水質が悪化し

たことから，次第に摂餌不良となり， 9月29日から10

月1日にかけて11尾が死亡したため試験を終了した。

死亡原因ははっきりしなかったが，肝臓の発赤，腫

大が見られ，勝J!It内に多量の尿が貯留していた。体表

は全体に粘液過多の状態であり，腹面に発赤がみられ

た。眼球表面が白濁したものもあった。

2. 水温と採卵数採卵試験期間の水iEは18.0~26.0

℃の問で推移し，平均水温は22.1
0

Cであった。

産卵は水槽に収容して5日目の7月9日の夕方から

見られ，試験期間中に断続的に合計511ill見られた。

図1に試験期間中の水温と採卵数の関係を示した。

産卵は水温20"C以上の時に見られ， 3日から 7日の周

期で採卵量が多くなる日があった。一回あたりの採卵
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図1 採卵試験中の水温と採卵数

水Haの変化を折れ隷で，採卵数を榛で表した。
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図2 浮上卵率とふ化率の関係

醇化率を凪浮上卵率を口で表した。

浮上卵率は日によって変動が大きし 11.0%-95.8

%であり，浮上卵率が65%以上あった日は51日中18日

あった。試験期間を通してみると，試験期間前半の7

月の方がやや高い浮上卵率を示した。試験期間中に得

た浮上卵の総数は2，025万粒，回収された卵数全体に

数は11.5万粒から214.4万殺とばらつきが大きかった。

試験期間中に採卵した卵の総数は3，804.2万粒であった。

3.卵の性状について 浮上卵率とふ化率の関係を図

2に示した。ふ化率は試験期間中を通しでほぼ安定し

て95%前後であった。
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出現頻度が最も高かった。

r由球径の平均値の変化を図5に示した。

iJlI球径は168.5-208.2仰の範聞にあり，卵径と同様

に産卵期の後半に小Z型化する傾向があった。

複数i由球率は 0-6.7%の範聞にあった。複数r由球

をもっ卵は急激な水温変化の後や産卵期後半に多く見

られた。

32 

対する浮上卵率は.53.2%であった。一回あたりの採

卵数と浮上卵率の相関係数は r=-0.200であり，相

関は見られなかった。I!E体期jにおける浮上卵の受精率

は.94.5-100%であった。

平均卵径の変化を図3に，サイズ別の出現頻度を医1
4に示した。平均卵径は.812-891J仰の範簡にあり，

産卵期の後半には若干小さくなる傾向があった。また，

サイズ別に出現頻度を見てみると855-86510nのものの
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図3 平均卵径の変化
産卵期間中の平均卵径の変化を表した。
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図5 i由球径の平均伎の変化
産卵期間中の泊球径の平均値の変化を表した。

l尾あたりの占有面積が1.52ばであり，中村8)による

採卵例でも50t水槽に30尾と比較的低密度に収容して

成功している。

一方，採卵がうまくいかなかった例では，いずれも

魚を1.4尾/rrf以上の高密度に収容しており(専有面積

はO.71m'f.尾以下)，こうした例では採卵数が少なし

浮上卵率や鮮化率も低いという結果がでている。

このため，今回の試験では収容密度を低く抑え，魚

にストレスをかけないようにしたところ，好結果が得

られた。これは，収容密度を低く抑えることによって，

魚が産卵行動を円滑に行うことができ，これが卵質の

向上に寄与したと考えられる。

コチの産卵行動を観察していると 1尾の雌を数匹

の雄が追尾し，何回か水槽底で追尾行部Jを繰り返した

後に，雌が中層にiまぎ上がり，放卵したところに雄が
放精を行うので，十分な広さと適当な水深が必要とな

るのであろう。

親魚、を養成用水槽から産卵用水槽へ移動する時期に

ついて，中村らは産卵期の二ヵ月前の時点で行ってい

るカザ)今回の試験では産卵期に入ってから移動を行

い，その5日後に産卵が確認された。コチは比較的神

経質な魚であるが，一年間養成し，十分に餌付いてい

る魚であれば，ハンドリングによる影響は比較的小さ

いものと忠われる。

察

毅魚養成を目的として漁獲した天然魚を飼育する場

合に，まず問題となることは，いかに早期に死餌に餌

付かせるかということである。

尾崎ら 15)がコチの種苗生産を行った際に，餌付けの

初期に多様な活き餌を併用し，すでに餌付いているカ

ワハギとヒラメをi昆養して飼育したところ，漁獲後1ヵ

月で死餌に餌付けることに成功している。

今回著者は，餌付けの当初から冷凍カタクチイワシ

を与え，ほほ同じ期間で餌付かせることができた。

これはすでに十分餌付いているヒラメを混養したこ

とが餌を認識させ，摂餌を促す上で有効であったと考

えられる。また，採卵試験で得られた卵も良質であっ

たことから，漁獲時にすでに成熟している魚を用いた

コチの親魚養成は，飼料として冷凍カタクチイワシを

使用しでもピタミン剤の添加を行えば，問題なく行え

るものと考える。

コチの水槽内での自然産卵はこれまでにも試みられ，

受精卵が回収された例もあるが，今回のように安定し

て長期間にわたり大量の受精卵を回収できた例は初め

てである。その理由として，産卵水槽に親魚を低密度

に収容したことが考えられる。

比較的長期間に採卵できた岡野らお)の例では，親魚

考
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要約

1 ) 1994年6月に千葉県富津市計l'で一本釣りにより漁
獲されたコチを一年間陸上水槽で養成し，これを

採卵用親魚として水槽内自然産卵を試みた。

2 )産卵期に入ってから産卵用水槽に収容したが，収

容後5B目の夕方から産卵を開始し， 7月4日か

ら10月1日の90日間の聞に51回の産卵が見られた。

採卵数は，合計3，804.2万粒であり，その内の浮

上卵数は2，025万粒であった。試験期間中に得ら

れた卵全体に対する浮上卵率は53.2%であった。

3 )一回あたりの採卵数は11.5万粒ー214万粒であっ

た。

4 )回収できた卵の浮上卵率は11.0%-95.8%の範囲

にあり， 65%以上の日は18日あった。浮上卵の受

精率はほぼ95%，ふ化率は90%台と安定していた。

5) 1994年から1995年にかけて，雄から雌に位転換し

た魚、はなかった。
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